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スプライスの滑脱について（第１報）

滑脱力と原索破断力との関卿係について

植田総一

OntheTucked-Strand'sSlipping-offinVarious

FormsofSplicesforJoiningtheRope-I

-OnRelationbetweentheStrainsfortheS1ipping-off
andtheBreakingStressoftheOriginalRope-

SoichiUEDA

Whentheropejointedbymeansofspliccingisbroughtintouse,thetuckedstrand'ｓ
"slipping-off，,willoftencausevariousaccidents，

so,thespecialManilarope（8mmindiameter）splicedinadifferentcondition

fromordinaryone，ｗａｓｐｕｔｔｏｔｈｅｈａｕｌｉｎｇｔｅｓｔ，ａｎｄbothintheshort-Spliceandeye‐

splice，theco-relationbetweenthestrainsactingasthecauseofslippingoHandthe

breaking-stressoftheropeusedwasexamined，withthefollowingresults．

（１）Ｐｒovidedthattheropewasstrainedwithgradualaggravation（stressing-velocity：

4.0～4.1ｃｍ/ｍin),incaseofshortsplice,ｗｈｅｎtheropewastuckedateitherend,and
onlyonce,theusedropewasslipped-offatabout３０％breakingstressofthefixed

limit：whilethetuckingofit，once,atthebothsidesoftheend，preventeditfrombeing
slipped-oEf,andinthiscase,７９％ofthebreakingstressofthefIxeｄｌｉｍｉｔｗａｓｎｅｃｅｓ‐
sitatedtoletitbebroken．

（２）Incaseofeye-splice,one-timetuckingwasenoughtopreventitfrombeingspliced
oEr，thepossibilityofslipping-offwaｓｆｏｕｎｄｔｏｂｅｌｅｓｓｔｈａｎｉｎｃａｓｅｏｆｓｈｏｒt-splice．

（３）Asthebreakingstressnecessaryforthe“slipping-oBf,'isrelatedtothestressing

velocityandtheLay,ｃａｒｅｓｓｈｏｕｌｄｂｅｔａｋｅｎｎｏｔｔｏｐｕｔｔｈｅｌaying-meshintoloosingstate．

緒 言

漁船具には多くのロープが接いで使用されているが，接ぎ方が不充分なため屡々漁船具

に損失を斎らしている．

昭和２５年米国式鯉鮪巾着網漁船第28海鳳丸の漁網損失事故'）もこの例である．即ち

手木ロープ引寄用ブロックを掛けるために環綱旋込用スタンションに設けたマニラロープ

製スリングの兎プライ魂部分が滑脱し，これが原因の一つとなって漁網全部を海中に投棄

するという大事故を起している．

このスリングは片側のストランドだけタックした不充分なスプライスによって製作され

たものである．

其処で，ロープを接ぐ方法として多く用いられているスプライスの滑'脱について，ショ

ートスプライス，アイ易プライス及びショートスプライスを施して製作したスリングの引

張り試験を行い，スプライスを施した部分の滑脱荷重と原索の破断力との関係を求め，若

干の考察を試染た．
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植田：スプライスの滑脱について（第１報）

Ｍｅａｎ： 666.55ｋｇ

試 験

使用索：径８ｍｍマニラロープ（』.I.Ｓ、１種合格）

試験機：アムえラー堅型５屯引張試験機

試験方法：

スプライスの条件を変えた試験索（1,2,3,4図）を4.0～４３ｃｍ/ｍｉｎの極めて緩か

な速度で引張り，スプライスした部分を滑'脱させ，叉は切断した．

■錘

一電

３０ｃｍ－－一か
、

Ｆｉｇ．１．Straightrope．

雷＝一電

169

弓罵

Breakingstress（kg）

←10ｃｍ→←Ｌ,→一ｍｍ,→，

Ｆｉｇ．２．Shortsplice．

642

670

690

660

ＮＣ

←Ｌ身

Fig.３．Sling． Fig.４．Eyesplice．

試験結果：

次に示すスプライスの条件によって表記の結果を得た．

１）原索の破断力（Tablel.）

２）ショートスﾌﾟライス（１本の索の両端をショートスプライスしたロープスブ｡リ

ングの場合を含む）に於て．

ｉ）片側のストランドのみ１回タックした場合

ｉi）両側のストランドを１回タックした場合

iii）両側のストランドを２回タックした場合

３）アイスプライスに於て．

ｉ）１回タックした場合

ｉi）２回タックした場合

２)，３）の結果はＴａｂｌｅ２に示す．

Table1．Breakmgstressoftheoriginalrope．

１
２
３
４



one-Ume-tucking

atbothsidesof

thestrand
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werebrocken

atthesplicedpart，

exceptＮｏ．１６

Table２．Resultofthe・haulingtest．
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78.0

76.5

64.5

81.0

81.7
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42.7

57.9

57.7

48.8

44.2

45.0

57.1

47.3

43.5

42.7

42.7

65.5

76.1

58.1

67.5

52.5

60.0

72.3

60.0

55.5

72.7

57.7

57.7

two-times-tuckmg

atbothsidesof

tｈｅｓｔｒａｎｄ

Ｎｏ．４３～A48

wereslipped

５

one-time-tuckmg
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werebrockenatofthestrand

５
’
５
５
５
５



Table３．ConclusionoftheTest．

1７１

SSlippingstrain

BBreakingstrain

PRateofstrainperoriginalrope

once-tuckmg

考 察

試験結果から，原索破断力に対するスプライスを施した部分の滑脱，破断荷重を纏める

とＴａｂｌｅ３である．

76.1５８．１６６．６

NＱ（品）（c､）（kg）（%）
ＬＳｏｒＢＰ

Methodofsplice Ｒｅｍａｒｋ

植田ニスプライスの滑脱について（第１報）

once-tuckmgateitherside５７．９４２．７４９３

once-tuckingatbothsides

(註１）西原。杉浦氏：１５ｃｍ/sec・本実験：4.0～4.1ｃｍ/sec・

(註２）Ｅ；･切断する迄に加えられた仕事の量．の；衝梁を加える物体の重量．’'；衝撃の速さ．
．/､;糸の繊維の種類，撚等による．ぴ；糸の単位長さの重量．
(註３）３）に述べた上撚りの減少による滑脱力の増加．

Ｎｏｔｅ：Ｍｅａｎｐｎｃｅｓａｒｅｎｏｔａｖｅｍｇｅｂｅｔｗｅｅｎｍａx、ａｎｄｍｉｎ、

１）ショートスプライスでは，片側のストランドを１回タックしただけでは，原索破断

力の３０％の荷重で全部滑脱するが，両側のえトランドを夫を１回タックすれば，殆んど

滑'脱せず，５０～８０％の荷重にて，スプライスを施した部分の両端のうち，何れかの端で切

断する．２回以上タックしても，抗張力は極端に増加しない．

２）西原，杉浦氏の実験2)に依れば，両側のストランドを１回タックした場合は滑脱し

ているが，引張速度(註I）の相違が関係したものであろう．

３）ＴｅｓｔＮｏ，１６，１７は上撚りを若干戻した不良試験索である．１本は滑脱，他は切断
されたが他の試験索に比べ弱い．

４)田内氏鋤憾撚糸の衝撃に対する強さについて,デー/苧態勤を述べている。-プ
のスプライス部分の滑脱力も，／値を変えることにより成立するものと考えられる.〔註3〕

87.0６６．７７９．４
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６
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０
０
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０
０
０
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４
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●
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■
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●

７
１
６
３
１
７
０
２
５
７
９
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７
８
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７
８
８
８
８
８
６
６
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Eyesplice one-time-tucking ｗｅｒｅｂｒｏｃｋｅｎ

Shortsplice
39.0２２．５２９．９

Ｎｏｔｅ：Ｎｏ．

Ｃ

Ｌ

Testmlmber

Cil･cLImstanceofsplicedpart

Lengthoｆｓｐｌｉｃｅｄｐａｒｔ

51.0

64-5

77.9

78.1

Shortsplice

（Sling）

Eyesplice

Breakingstrain

once-tuckingateitherside

once-tuckingatbothsides

twice-tuckingatbothsides
86.4

82.5

Slippingstrain

max､％min・％mean％max・％min､％mean％



1７２ 鹿児島大学水産学部紀要第７巻

５）スリングの滑脱荷重及び切断荷重は２本のロープとして’/２の価をとった．

試験に於て，片側のストランドを１回だけタックした場合は’同じ条件でスフ．ライスし

た２本の短索の場合よりも滑脱し難く，抗滑脱力は２０％増加し，平均493％の価を示し

ている．

試験は２本のフックにかけて，各為引張った結果，フックにかけた部分で切断されたも

のがかなりあり，４６．７％で，平均滑脱荷重に近い値を示している．

スリングの場合はスプライ兎を施した部分が伸長して，フック等の摩擦で２本のロー

プを均一に引張れない事が試験により観察された．或る限度迄，スプライスした側のロー

プには荷重が余りかからず,他の１本にかかるいめ,抗滑脱力(抗張力）は増加している．

６）アイスプライスは同じ条件のショートスプライスより滑脱し難く’１回タックした

場合には滑脱せず，79.4％で切断しているこれに近い条件の東京製綱Ｋ･Ｋ･の実験I)(誰!〕

でも８７．５％で切断している．

渦'脱しない原因として考えられることは，アイスプライスは一方のメトランドをタック

するものであるから，上撚りの減少を来すことがなく，引張った場合の側圧による摩擦力

が減少することが少いことである．従って，タックしたストランドも自由廻転すること

が少い，

結 語

各スプライス方法によって接いだロープを使用するとき，急激な緊張を加えなければ，

各ストランドを夫,々１回タックすれば滑脱しない．

併し本実験の様に緩かな速度で徐為に引張ることは実際上は極く稀である．急激な緊張

の場合には，一般的に２倍の抗滑脱（張）力が要求されるものと考えられるので，３回以

上タックしなければならない．

緒言に述べた海鳳丸事故の原因をなしたところの片側のストランドのみをタックしたス

リングに就ては勿論，引張り荷重の問題はあるが，抗滑脱力に減少を来す大きな要因とし

て上撚りの減少，タックしたストランド端の自由廻転，引張速度等が考えられるので，ス

リング製作に限らず如何なる場合でも，スプライスを施すときは両側のストランドをタッ

クすることを忘れてはならない．

今後，ロープの種類，太さ，索径，引張速度，撚り等の諸条件を変えて，スプライスの

滑脱について究明する予定である．

終りに試験索の製作に援助下さったかごしま丸甲板部各位，試験機使用に就て便宜を賜

わった鹿児島県工業試験場，試験測定に当った本学部学生中川武君等の方為に深甚なる謝

意を表する．
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(註４）径12ｍｍ索使用し１回タックした後，ストランドのヤーソを半分にして更にタックした．
引張速度：４時/分


